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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

去
る
平
成
２２
年
１２
月
１
日
に
東
京
　
九
段
会
館
で
開
か

れ
た
〓
信
頼
の
き
ず
な
』
未
来
を
拓
く
運
動
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

事
業
推
進
大
会
」
に
於
い
て
、
平
成
２２
年
度
農
業
共
済
功
労

者
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
組
合
に
於
い
て
も
大
寄
優
氏

（副
組

合
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
共
済
功
労
者
表
彰
伝
達
式
　
永
年
勤
続
者

表
彰
式
が
去
る
平
成
２２
年
１２
月
１４
日
に
、
水
戸
市
内
の
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
永
年
勤
続

（職
員
の
部
）
で
小
松
崎
重

則
総
務
課
長
が
表
彰
さ
れ
、
任
意
共
済

「信
頼
の
き
ず
な
」

実
践
強
化
運
動

（団
体
の
部
）
で
当
組
合
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

〓

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

大
　
】奇
　
　
優

（鹿
嶋
市
）

〓

永
年
勤
続
者
表
彰

【職
員
の
部
】

小
松
崎
　
重
則

総
務
課
長
）

〓

任
意
共
済
事
業
推
進
活
動

優
秀
組
合
表
彰

【団
体
の
部
】

鹿
行
農
業
共
済
組
合

左から小松崎重貝」課長 大寄 優氏
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茨城県農業共済組合連合会 大山佳功会長より

伝達を受ける大寄 優氏
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正明さん

(S38年生まれ)

今年は年男、健康に注意し、実りある一年にして

いきたいと思つております。

風間 善衛さん

■ヽ日ヽ |lr      (S26年生まれ)

V
今年還暦を迎えますが、地域の皆様方に大変お世話

になつております。私共は健康に留意し家族円満に人

生を歩んで行きたいと思います。

出頭 次男さん

(S14年生まれ)

年を重ねるにつけ、まさに「光陰矢の如し」を実

感する今日この頃です。フ0年余を支えてくれた周囲

の皆さんに感謝し健康で家族 社会に僅かな恩返し

を出来るよう頑張って行きたいと思います。

高橋 正敏さん

(S38年生まれ)

農業情勢も大変厳しい中ですが、ピーマンと稲作

を両立し、品質の向上と安定した収量を目標に今後

も努力していきたい。
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(S14年生まれ)

役員として、1人でも多くの農家の方々へ農業共済制

度の普及カロ入推進に努め 農家経営安定の礎になれる

ように努めます。その為にも健康で笑顔が溢れる年に

したいです。

藤崎 正和さん

(S26年生まれ)

還暦をlmぇる年にあたり、健康に注意しながら今ま

以上に安全でおいしい米作り 野菜作りに励みたい

吉”一読一ぃ
11年生まれ)

亮太 今年は小学校生活最後の年なので今まで以上に

楽しみ 最高学年として自ら行動したいです。

華奈子  今年は色々なことに頑張つて挑戦して最後の

_  J、学校隼活々 澪り■ぃです。   |

三浦 美奈さん

今年で小学校も最後なので

頑張りたい。

(Hll年生まれ)

勉強や運動を昨年より
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麟
鶴
蜀
怖
鱗
ほ
子
ゃ
し
シ
ツ

◇
年
で
３
回
目
に
な
る
、
女
性
の
会
研
修
会
が
去
る

平
成
２
年
１１
月
２９
日
、
△不
員
２６
名
の
参
加
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
頃
体
験
で
き
な
い
藍
染
め
や
、
国
立
新
美
術
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「ゴ
ッ
ホ
展
」
、
紅
葉
の
美
し
い
翌
（
義

園
」
な
ど
を
見
学
し
て
、
楽
し
い
一日
を
過
こ
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、
「藍
染
め
も
う
一度
や
り

た
い
ね
｝
「ゴ
ッ
ホ
の
作
品
す
ば
ら
し
か
っ
た
ね
」
な
ど
の

声
や
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

先生もビックリの■上がりです.

TI葉の美しい「六姜園J

1種 別 地区 誓豪
|    1鉾田市 1  3

被害面積(a)

]189
共済減収量(kg)

1,782

支払共済金 (円 )

351,054
95,348

共済金

支払日

鹿嶋市 280 484

1水 稲
ネ申栖市 1   1       299         441       86,877
行方市 1  4 フ36 502 98,894

373

合 言+  12      2883        3.582

陸 稲 行方市   1 .      ]00          99

1潮来市    2      379 73,48]

誓豪  被害面積(a) 生産金額減少額(円) 支払共済金(円 )

8,054
1,433,309

705,654

17,325

1,433,309

2,020,051

平
成
２２
年
１２
月
１７
日

地 区

鉾田市

鹿嶋市

1      5600
1     37709

8,054

麦

災害収入

共済方式

神栖市 7791 1 2,020,051

行方市 |
5     56906 5,473,428 5,473,428 1

1,544,789 1潮来市
|

20521

合 計 | ]] 198647

1,544,789

10,479,631 10,479,63] |
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品
質
の
良
い
ピ
ー
マ
ン
作
り
を
目
指
し
て

神
栖
市
須
田

須
之
内
　
哲
生
さ
ん

（３５
）

こ

一
家

昨
年
８
月
に
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
、
両
親
と
一緒
に
施

設
園
芸

（５３
ａ
）
で
ビ
‐
マ
ン
を
栽
培
し
、
水
稲

（３０
ａ
）
も
耕

作
し
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
農
家
を
始
め
て
か
ら
の
苦
労
は
、
農
業
は
天
候
に
よ
り

作
物
の
生
育
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
と
て
も
気
を
遣

い
、
病
気
か
ら
の
防
除
を
含
め
勉
強
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

さ
ら
に
、
自
分
で
栽
培
し
た
作
物
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
楽
し

み
な
が
ら
、
各
家
庭
で
食
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
品
種
改
良
を
し
て
よ
り
よ
い
ピ
ー
マ

ン
を
消
費
者
に
供
給
で
き
る
よ
う
家
族
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

安
心

。
安
全
な
作
物
を

鉾
田
市
秋
山市

村
　
英
雄
さ
ん

就
農
１３
年
を
迎
え
、
主
に
葉
物
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

近
年
、
一辰
薬
や
食
品
に
対
し
て
の
法
律
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
同
時
に
、
「安
心
　
安
全
」

な
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
が
、
あ
た
り
前
の
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

安
心
　
安
全
か
つ
良
い
物
を
安
定
し
て
栽

培
す
る
為
に
、
地
域
の
先
輩
方
や
同
世
代
の
後

継
者
と
情
報
交
換
し
、
知
識
や
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
村
　
ひ
と
み
さ
ん

潮
来
市
あ
や
め

Ｓ
５４
年
８
月
３
日
生

・Ｂ
型

ＪＡ
な
め
が
た
勤
務

おじ ゃま

左から

ひろ美さん (妻 )、 哲生さん、菜々子さん (長女)、

洋夫さん (父 )、 さく子さん (母 )

☆
趣
喘
は
？

マ
ラ
ソ
ン
（勝
田
マ
ラ
ソ
ン
出
場
予
定
）

食
べ
歩
き

☆
理
想

の
男
性

（ク
′
フ
）
は
？

思
い
や
り
の
あ
る
人

☆
将
嘉

の
夢
は
？

明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と

☆
農
業
に
つ
い
て

初
め
て
農
業
に
関
す
る
仕
事
に

携
わ
り
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
農
家
の
方
々
に

は
安
心
　
安
全
な
食
材
を
食
卓
に

届
け
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
給
率
向
上
の
た

め
に
も
、
農
家
の
皆
様
の
こ
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
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「管
　
碁
午
‐
・
‥
‥
・
‥
・
神
栖
市
日
川

神
価
市
日
川
地
区
に
あ
る
●
霊
神
社
は
　
鉄
明
天
■

の
時
代

（６

世
紀
中
頃
）
に
金
色
姫
が
イ
ン
ド
よ
り
養
蚕
を
伝
え
た
養
蚕
発
■
の

地
と
言

い
伝
え
ら
れ
、
養
蚕
の
神
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
し
た
．
町
城
で
は
　
農
家
の
副
業
と
し
て
明
治
時
代
中
頃
よ
り
養

蚕
が
急
速
に
広
ま
り
、
明
治
時
代
末
に
は
耐
の
■
産
額
が
水
産
物
を

追
い
越
す
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
養
蚕
は
新
―
´
い
産
業
と
し
て
、
人
々

の
生
活
を
濶
し
支
え
て
い
っ
た
。
こ
の
鹿
南
地
方
は
気
候
が
温
暖
な

た
め
、
蚕
の
卵
を
収
る
蚕
種
製
造
に
適
し
て
い
た
よ
う
で
、
群
馬
県

の
製
造
業
者
が
木
崎
地
区
に
出
張
所
を
置
き
、
ま
た
居
切
地
区
に
は

鹿
島
蚕
種
共
同
施
設
組
合
の
蚕
種
製
造
所
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は

県
内
で
も
１
　
２
を
争
う
大
規
模
な
も

の
で
、
１
７
０
軒
も
の
農
家

に
卵
を
取
る
た
め
の
蚕
の
生
産
を
委
託
し
て
い
ま
し
た
。

大
半
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
食
絹
増
産
の
た
め
桑
回
は
芋
畑
に
代
わ
り
、
戦
後
も
澱
粉
製
造
の
た
め
の
さ
つ
ま

す
の
生
産
が
盛
ん
と
な
り
、
養
蚕
業
は
蓑
退
し
て
い
き
ま
し
た
。
■
業
の
創
始
先
駆
者
の
象
徴
と
し
て
、
造
営
さ

れ
た
の
が
蚕
霊
神
社
で
あ
り
　
水
く
こ
の
地
域
の
守
り
神
と
な

っ
て
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。

理全
と
班
の
伝
説
蜘

豊
捕
浜
（日
川
）
に
世
に
も
稀
な
美
少
女
が
倒
れ
て
い
た
。
少
女
は
大
三
（イ
ン
ド
〓
林
夷
国
示
光
の

一
女
金
色
姫
．

母
、
光
契
婦
人
の
没
後
に
入

っ
た
継
母
は
、
物
凄
い
妬
み
者
．
日

一
番
の
美
女
と
も
て
は
や
さ
れ
る
金
色
姫
が
憎

く
て
た
ま
ら
な
い
。
思
い
余

っ
た
末
、
果
の
本
で
造

っ
た
丸
本
■
に
押
し
込
め
て
、
人
海
に
投
げ
こ
ん
で
し
ま

っ
た
。

流
れ
流
れ
た
丸
木
■
は
、
常
陸
国
豊
浦

（日
川
）
に
流
れ
つ
き
ｈ
ｔ
ゃ
に
救
わ
れ
た
の
だ

っ
た
。
余
り
に
も
数
奇

な
運
命
に
心
痛
め
た
権
大
夫
は
、
我
が
子
と
し
て
愛
育
す
る
甲
斐
も
な
く
病
死
し
た
。
金
色
姫
は
小
虫
と
な
り
変

わ

っ
て
し
ま

つ
た
。
こ
れ
も
姫
の
化
身
と
業
の
葉
を
与
え
て
飼
育
し
て
い
る
と
、
四
眠
し
て
五
回
日
に
美
し
い
糸

を
吐
き
な
が
ら
、
前
を
作

っ
て
そ
の
中
に
訥
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
前
か
ら
繰
り
と

つ
た
絹
糸
で
織
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
が
、
見
事
な
常
陸
絹
織
と
な

っ
て
、
そ
の
名
声
は
高
く
　
各
地
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
日
本
に
養
蚕
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
金
色
姫
の
伝
説
を
持
つ
神
社
は
、神
楢
市
（蚕
霊
神
社
■
つ
く
ば
市

（蚕

影
神
社
）

日
立
市

蚕^
養
神
社
）
と
３
つ
あ
り
、
「常
陸
回
の
三
蚕
神
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

mms贔|ポヾJ電
名所旧跡発見で掲載した「常陸国三蚕神社 J

がある場所は神栖市と日立市ともう1つは

何市でしよう?

さ

　

¨

①つくば市 ②下妻市 0鹿嶋市
今回も3択です、番号でお答え下さしヽ。

|゛ 応募方法                |
1  はがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済糸E合 |

企画課までこ応募下さい。尚eメ ールでの受付もいたして

おります。正解者の中から抽選で粗品をブレゼン トいた

|  します。                        |
|   ※,ま募者の個人脩千き 担品の発ヒ]び共清詈ギtLこの■使用致1,ます.

゛締切               |
平成 23年 2月 28日 (当 日消印有効)

|゛ メールアドレス
l   qulz@∩ osal― rokko orjp

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
、
災
害
の
少
な
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
析
り

申
し
上
げ
ま
す
．

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
　
ご

要
望
等
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
．

「常陸国三蚕神社」の1つ詈霊神社

311-2206
鹿
嶋
市
武
井

一
九
六
三
―

一
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

日問題の答え

O番
目広報紙やNOSAに

対する

こ意見 こ要望

■住 所 ■電話番号

■氏 名 ■職 業

■年 齢


